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1. 小学校特別活動の学校行事「文化的行事」におけ
る合唱活動について
1.1. はじめに
日本の学校教育は、教育基本法および学校教育法そ
の他の法令等に従い編成されている。いずれの学校に
おいても各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の
時間及び特別活動の授業を実施するよう定められてお
り、各学校においては、時間割を弾力的に編成するこ
とができる1）。教育課程は、教科教育と教科外教育に
分けることができるが、教科外教育としての特別活動
は教科教育と同様に重視されている2）。海外において
も、 日本の特別活動を “Tokubetsukatsudou” や
“Tokkatsu”として取り入れようとする動きがあり、
特色ある授業として評価されている3）。しかしながら、
教科でない領域として設定されているため、小・中・
高等学校いずれの教員にも求められる指導力である一
方で、教科と比べて専門性が低く見られがちであると
いう課題も存在している3）。
特別活動の実施例を見ると、合唱コンクールなどの
合唱活動が取り上げられることは多く、合唱コンクー
ルを通して荒れていた学校が立ち直ったという話はよ
く耳にする。しかしながら、合唱活動が行われる学校
種は中学校に偏りが見られるのも事実である。次章で
述べるが、合唱活動には次代の社会を担う子どもたち
に必要な資質や能力を育む効果があることが明らかに
なりつつある。であれば、小学校でもその機会を増や
すべきではなかろうか。しかしながら、現在、教員養
成系学部では合唱を指導できる能力を持った教員を育
成していない。
本稿では小学校特別活動における合唱活動に焦点を
当て、学校教育で合唱活動を行う意義や目的、教員養
成系学部や課程における合唱指導能力の育成について
考察していく。
1.2. 小学校特別活動における合唱活動について
小学校における特別活動は学級活動、児童会活動、
クラブ活動、学校行事という 4つの活動から構成され
ている。各活動について目標と内容が示されているが、
全体としての目標は次のように示している。
○目標
望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれ
た発達と個性の伸張を図り、集団の一員として
よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、
実践的な態度を育てるとともに、自己の生きか
たについての考えを深め、自己を生かす能力を養
う。
合唱コンクール等の合唱活動は、特別活動「学校行
事」に該当し、その目標を次のように示している。
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○目標
学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、
集団への所属感や連帯感を深め、公共の精神を養
い、協力してよりよい学校生活を築こうとする自
主的、実践的な態度を育てる。
さらに、「学校行事」は「儀式的行事」、「文化的行
事」、「健康安全・体育的行事」、「遠足・集団宿泊的行
事」、「勤労生産・奉仕的行事」の 5つの内容に分けら
れている。合唱活動の該当する「文化的行事」の内容
は学習指導要領において次の通りに定められている。
○内容
平素の学習活動の成果を発表し、その向上の意欲
を一層高めたり、文化や芸術に親しんだりする
ような活動を行うこと。（小学校現行学習指導要
領・生きる力 第 6章 特別活動）
この目標は平成 27 年 3 月に一部改正されたもので
あるが、その際、各目標に「人間関係」が加えられて
いる。目標を「望ましい集団活動を通して人間関係を
築こうとする自主的、実践的な態度を育てる」とした
ことの意義は大きい 2）。学校では「いじめ」をはじめ、
様々な人間関係に関する問題が懸念されており、学校
教育を通した人間関係の構築が期待されている結果で
あろう。我々は、合唱活動を通したこの目標の達成を
推奨したい。
1.3. 特別活動における合唱活動の現状
特別活動における活動内容別の実施状況は、ほとん
ど調査されていないのが現状である。しかし、ベネッ
セ教育総合研究所では 1990年から 1998年、2002年、
2007 年、2010 年と 5 回に渡り、「学習指導基本調査」
内で 学校行事に関する調査を行っている。直近に実
施された調査である「第 5回学習指導基本調査（小学
校・中学校版）［2010 年］」によると、特別活動にお
ける合唱活動に該当する合唱コンクール等は、中学校
では 86％の学校が「実施している」のに対し、小学
校では 76.4％の学校が「全く実施をしていない」と
いう結果であった。しかしながら、小学校では学芸会
や音楽祭などの文化祭を行う学校が 83.6％（年に一
回以上実施する学校が 79.2％、複数年に一回実施す
る学校が 4.4％）と遠足に次いで多い結果である。ま
た、小学校では 8割近くの学校で鑑賞教室（演芸や歌
舞伎、文楽等を含む）を実施（年に一回以上実施する
学校が 67.8％、複数年に一回実施する学校が 10％）
している。つまり、小学校特別活動における音楽活動
の実施率がとりわけ低いというわけではないようであ
る。しかし、近年、9割弱の学校が、授業時間数確保
のために学校行事の精選を行っている4）。そのため、
今後、全体としての授業時間数が減り、授業時間の調
整が必要になれば、音楽に関する行事が削減される可
能性も出てくるだろう。
2. 合唱活動の意義・目的および効果
2.1. 学習指導要領における意義・目的
既述のように、現在、合唱は授業および特別活動で
実施されている。学習指導要領において特別活動にお
いて合唱を行う意義・目的については、以下の事項が
該当すると考えられる。
第 1 目標
「望ましい集団活動を通して，心身の調和の
とれた発達と個性の伸長を図り，集団の一員
としてよりよい生活や人間関係を築こうとす
る自主的，実践的な態度を育てるとともに，
自己の生き方についての考えを深め，自己を
生かす能力を養う。」
第 2 各活動・学校行事の目標及び内容
〔学級活動〕1 目標
学級活動を通して，望ましい人間関係を形成
し，集団の一員として学級や学校におけるよ
りよい生活づくりに参画し，諸問題を解決し
ようとする自主的，実践的な態度や健全な生
活態度を育てる。（小学校現行学習指導要領・
生きる力 第 6章 特別活動）
また、教科「音楽」における合唱については、以下
の記述が見られる。
「斉唱や簡単な合唱・合奏など全員で一つの音楽を
つくっていく体験を通して，協同する喜びを感じたり
する指導を重視する」（小学校学習指導要領解説 音
楽編 平成 20年 6月文部科学省）
上記の意義や目的に関する記述からは、学校教育に
おいては、合唱が集団行動や協調・協同－すなわち社
会性を育むという「前提、理解」のもとに位置づけら
れていることがわかる。さらに、平成 32年（2020年）
に予定されている次期改訂に向けての作業の中では、
「教育目標・内容と育成すべき資質・能力について」
と題して、「自己と他者との関係」の例示として、「協
調性・責任感、感性・表現、人間関係形成」をあげて
いる5）。この記述からも、新指導要領においても、合
唱が社会性の育成の観点から学校教育の中に位置づけ
られる可能性が高いことがわかる。
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こうした背景には、「いじめ」や｢不登校｣などが社
会問題化し、その解決が喫緊の課題となっていること
がある。こうした問題行動の原因として、子どもたち
の社会性や倫理観の欠如がある。そもそも、それらが
顕著になったのは、平成に入ってからのことで、中央
教育審議会の第一次答申（平成 8年）にも、「いじめ・
登校拒否の問題」と並んで採り上げられている6）。社
会性や倫理観、規範意識は、社会を構成しその中で生
きていくためには必須のもので、それらの欠如が指摘
されること自体、社会の存立が危うくなっている証左
である。もし合唱で、上記の資質や能力が養えるので
あれば、言うことはない。実際はどうであろうか。
既述のように、合唱が社会性を育むということは、
経験的に言われてきたこと（経験則）で、そのことを
科学的に確かめた研究は少ない。それは、合唱の種類
（特別活動、授業、社会教育、プロ）を問わない。も
ちろん経験則自体は科学であるので、法則化されてい
れば問題ない。しかし、そうしたアプローチは我が国
では、ほとんどされてこなかったのである。
2.2. 合唱コンクールの効果
授業における合唱やクラブ活動における合唱を除け
ば、「合唱コンクール」（名称は学校によって異なる）
が活動の主流を占める。特徴としては全校児童・生徒
の参加を基本としていることである。合唱コンクール
は小学校よりも、中学校において盛んである。中学の
場合はクラス対抗の形態を採ることが一般的のようだ
が、合唱コンクールの意義・目的として必ずと言って
良いほど挙げられるのが「学級経営」という視点であ
る7）。要するに合唱コンクールの過程で、クラス、集
団のまとまりがよくなるので、学級経営としては最適
な方法であるというのだ。こうした主張は、きわめて
一般的である。集団形成に資する、さらには倫理観や
道徳観も育むという主張も一般的だ。既述のように
「荒れた学校」を合唱で立て直した、クラスがひとつ
になったという話は、道徳教材にもなっている（例え
ば 8, 9））。
じつは、集団形成に資するという話は、合唱（合奏
も含め）等の音楽活動を経験した人間にとっては、ご
く当たり前のことで、取り立てて主張するような事柄
では無い。しかしながら、学校教育における教科の意
義や目的となると、問題は別だ。昨今、はやりのアカ
ウンタビリティー（説明責任）によって、因果関係を
含め説明を求められる。文科省は実証主義を政策方針
の基本としているので 10）、データに基づいて合唱の
有効性を説明出来なければならないのだ。現実問題と
して、音楽という教科の有効性も説明出来ないのだか
ら、特別活動の合唱について説明するのは至難の業
である。もちろん、筆者らは、合唱により「集団の
まとまりがよくなる」や｢他者を思いやる心が育つ｣、
つまり道徳性や社会性が増すことは、科学的事実であ
ると考えている。ところが、実際にはそうした有効性
の主張は、ニュースレターや報告書、教材案等（例え
ば 8, 11））が多くを占め、実証的研究となると、きわめ
て少数なのだ（例えば 12, 13））。じつは、こうした現状
は、海外でもさほど変わらない。日本と異なるのは、
質問紙を用いて大規模な調査を実施し、合唱の有効性
を調べていることだ（例えば 14））。そうした調査に基
づき、具体的に、合唱により獲得できる資質や能力、
効果を説いている。たとえば、Smeets（2007）は、
合唱には次代の社会を担う自立した人間を育てる機能
があると説き、以下の具体例を挙げている15）。
“目標・目的に向かって、共同、協力する能力。問
題を分析し、解決のために努力する能力。その過程で、
それぞれが社会的責任を果たす能力。演奏会を通して、
誇り、自尊心や自信を持つことが出来る。また、集団
で責任を持ち、それぞれがその責を果たすという行為
は、暴力や差別に対して立ち向かう能力の獲得につな
がる”などである。加えて、合唱による心理的幸福感
や健康増進も挙がっている14）。
2.3. 合唱活動がもたらす効果－科学的研究
従来、合唱がもたらす効果の研究については、既述
の心理学的研究が主流だったが、近年、自然科学的研
究、なかでも行動内分泌学的研究が行われるようになっ
てきたが数は少ない。そもそも、音楽の効果を自然科
学的に調べる研究が本格的に始まったのは 1990 年代
からである16）。21 世紀に入ってその数は急速に増し
ているが、研究の主流は「音楽聴取」の効果を調べた
もので、合唱も含めた演奏の効果となるとまだ少ない。
まして、学校教育現場で合唱の効果を測定したもの
は、国内外ともにきわめて少数である（例えば 13））。
したがって、多くはプロ、アマの合唱団を対象に行わ
れた実験の結果である。そのなかで報告されている効
果としては、免疫機能亢進（IgA：免疫グロブリンA）
やストレス軽減（コルチゾル、ACTH）17, 18, 19, 20）、社
会性への影響（エンドルフィン、オキシトシン）20, 21, 22）
などがある。
上記で注目すべきは、社会性への影響である。しか
し、残念ながら、エンドルフィンは末梢血等から直接
的に測定されたものでは無いし、オキシトシンについ
ては変化が矛盾した結果となっている。しかし、同時
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に測定された心理指標では社会性の亢進が報告されて
いるので、研究が進めば、生化学物質の裏付けがとれ
ると推測される。
従来、社会性の研究は、社会科学や生物学、神経科
学等で行われてきた。申すまでもなく、社会性はヒト
の特徴的行動であるが、いくつかの特徴行動から成り
立っている。なかでも、共感性や利他性はヒトにおい
て顕著な行動であると同時に、未だに科学的解明がさ
れていない行動でもある。
じつは、現在、音楽と利他性などの社会行動との関
係を調べた研究が、急速に進みつつある。残念ながら、
合唱の影響のみを調べた研究は少ないが、しかし、合
唱により信頼や協力が増したという研究 23）、見ず知
らずの間で親近感が増したという報告もある22）。今後、
合唱が社会性を増すという報告は増えると予想される。
3. 小学校教員養成における教科に関する科目「音楽」
における合唱指導の現状
3.1. 教員養成系学部における講義「合唱」の内容
「合唱」は教科「音楽」の学習指導要領における
「表現領域」の「歌唱」分野に位置づけられている。
小学校教員および中学校教員を養成する学部において、
合唱の指導法を学ぶことが必須であることは言うまで
もない。では、教員養成系の大学で「合唱」の指導法
はどのように教授されているのだろうか。そこで、教
員養成系の学部をもつ大学で展開されている講義「合
唱」について、各大学のシラバスに基づき講義の目的
や内容を調べた。
例えば、国立のN大学で開講されている、小学校・
中学校教諭免許取得を目指す学生を対象とした「合唱」
の演習講義では、その講義の目的を基礎から応用へ向
けて「合唱音楽への知識と技能を身につける」「合唱
音楽での応用力、表現力を身につける」「合唱音楽の
指導者としての応用力、表現力を身につける」と段階
的に設定している。一方、具体的な講義内容をみると、
発声の訓練や演奏会へ向けての合唱練習が主となって
いる。講義の目的には“合唱音楽の指導者としての力
を養う”とはあるものの、実際の講義内容は学生が合
唱を体験することがメインとなっている。そのため、
具体的な合唱指導の方法が講義内で示されるというよ
りも、合唱体験を通して学生がみずから指導に必要な
事項を見いだしていくことが求められる講義設定になっ
ている。
また、H 大学では、幼稚園・小学校・中学校教諭
免許取得を目指す学生を対象とした「合唱」の演習講
義の中で、歌うことや鑑賞を通じて合唱に触れ、その
中から発声法や音程感覚、レパートリー、さらに模擬
指導を通じて合唱指導の実際についても学ぶとしてい
る。しかしながら、講義の内容は、合唱指導法として
合唱を行う際の手順等が提示されてはいるものの、講
義の目的は、合唱体験を通じ自らの課題を見つけ克服
することとされており、やはり学生自身の能力に負う
ものが大きい構成になっていることが分かる。
J大学では、講義目的を「発声法・発音法・歌唱表
現法・指揮法・伴奏法等を理論と実践の両面から体得
し、自らの学習を通して歌唱力のみならず指導力をも
養うこと」としており、受講者のうちの数名が指揮や
伴奏を担当することができるようになっている。しか
しながら、基本的な講義の内容は、発声法や発音法の
訓練をうけて実際に学生が合唱を体験するかたちであ
り、通常の「声楽」の講義（レッスン）と重複する点
が多い内容である。
さらにM大学では、「音楽教育の分野で大きな領域
を占める合唱の実践・指導力を養う」ことを目的とし
ているが、呼吸法や発声法が講義の大半を占めており、
実質的には合唱を体験することがメインとなっている。
また S 大学では、基礎として「合唱をまず体験する」
ことを目的としており、呼吸や、歌唱の基礎技術を毎
回少しずつ訓練する内容となっている。続く応用では、
「合唱を体験し将来の指導者としての下地をつくる」
ことを目指し、グループごとに歌う曲を選曲すること
や指揮の演習が講義内容に含まれてはいるが、発声や
呼吸法、楽曲分析が講義の大半を占めている点は、他
大学の教員養成系学部の講義内容と同様である。また
H大学では、「内外の合唱作品を通して、実践的な演
奏技術（発声法、呼吸法等）を学習しながら、合唱の
喜びを探る」ことを目標としており、演奏会での発表
に向けての合唱練習が主な講義内容となっている。
O 大学では、「合唱行為のもつ身体的側面や社会行
動面なども考察し、総合的に合唱の演奏法を研究およ
び考察する」ことを目標に掲げている。合唱という音
楽活動が人間にどのような影響を及ぼすのかを考察す
るとしているが、実際の講義計画は、発声などの基礎
練習や、曲の作品研究が主たる内容になっており、合
唱行為の意味についての考察は、古典作品の分析をす
ることにより触れる程度となっている。
このように、教員養成系学部で展開されている「合
唱」の講義は、学生自身が合唱を体験することが主た
る内容で、教育現場で指導対象となる児童・生徒を念
頭においた具体的な合唱の指導法が示されているケー
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スは、極めて少ないのが現状である。たとえば発声法
や発音法は、歌唱の基礎として重要な要素ではあるが、
ほとんどの場合、受講生である大学生に合わせた内容
にとどまっていることが多いようである。将来、教員
として教育現場に立った際に指導しなければならない
児童・生徒の、年齢階梯に応じた身体的特徴を考慮し、
発達段階に応じた発声法や発音法を、講義内容に含め
ている大学はほとんどみられない。また、合唱の意義
や目的については、教えられていない。学生自身に合
唱を体験させるだけでは、教育現場で実践可能な合唱
の指導法を身につけることは難しいだろう。
教員養成課程における合唱指導に関する国内の研究
の現状をレビューすると、歌詞の理解を深めるための
指導方法について 24）、発声指導に関する研究 25, 26, 27）、
発声指導の実践研究 28）など、研究の多くは技術的な
視点からの内容がテーマとなっている。とくに発声指
導に関する研究では、「自然で無理のない発声」で歌
う方法の提案が試みられてはいるが、口の開け方や、
立ち方など、極めて一般的な発声に関する内容に終始
しており、変声期前後の児童・生徒の身体的、また心
理的特徴を考慮した発声法が示されている研究ではな
い。このような研究の現状では、教員養成に関連する
講義のなかで、指導対象者を考慮した発声法や、その
他の合唱に関わる基礎的な知識や技術を提供すること
ができないのは当然のことだろう。
3.2. 合唱指導に関する実践現場の現状
前述のように、教職を志望する学生の多くが、実践
を想定した合唱指導法を身につけることができずに免
許を取得し教育現場に配置されると、音楽の授業の構
築に戸惑いを感じるであろうことは想像に難くない。
それは、山﨑らによる若手教員に対するアンケート調
査 29）からも明らかである。山﨑らは、教職歴 1～10
年の音楽教員を対象に、日常の授業で抱えている悩み
や課題についてアンケート調査を行った。その結果、
「歌唱指導の方法が分からない」「変声期の男子生徒へ
の指導がむずかしい」「合唱でのパートリーダーの育
て方が分からない」「効果的なパート練習の方法がわ
からない」など、教員は合唱活動の指導に困難を感じ
ており、大学の教員養成で実際の指導に役立つレッス
ンや講義を望む声が多いことが明らかになった。山﨑
らは大学の教職課程における実技関係の講義やレッス
ンのあり方に疑問を呈している。また早川らは、免許
状更新講習会において現職教員から、「児童の発達や
成長に応じた発声法や歌唱の指導を知りたい」「変声
期を迎える児童への発声法の指導について学びたい」
などの要望が多いことを報告している30）。そして、教
師が自信を持って指導するためには、単に “how to
もの”と言われるような発声法や指導法だけでなく、
理論と実践を関連させながら、多角的な声へのアプロー
チをしていくことが、歌唱指導における教師力の育成
につながると指摘している。
さらに根本的な問題として、音楽の授業で子ども達
が歌おうとしないという現状がある31）。とくに小学校
高学年から中学生にかけての思春期にあたる年齢の児
童・生徒は、身体的にも心理的にも歌を歌うことに多
少なりとも抵抗を感じやすい時期である。教師が子ど
もたちに、ただ声を出させようとする授業では、合唱
を体験させることはおろか授業として成立させること
すら難しくなるだろう。子どもたちに合唱を体験させ
るためには、なぜ「合唱」が音楽の授業に組み込まれ
ているのかを考える必要がある。しかしながら、なぜ
「合唱」をするのかその意義や目的については、いず
れの大学においても講義の中ではほとんど触れられて
いない。既述のように、「合唱や合奏により、全員で
一つの音楽をつくっていく体験を通して、協同する喜
びを感じたりする指導を重視する」（小学校学習指導
要領解説 音楽編 平成 20 年 6 月文部科学省）とさ
れ、「自分の歌声と友達の歌声を調和させるとともに、
伴奏の響きや副次的な旋律の響きを聴きながら、適切
な歌声で歌う能力を身に付けるようにする。その際、
心を合わせて歌う喜びも体験できるように配慮するこ
とが望ましい。（中略）互いの歌声が一つになったり、
重なり合ってきれいに響き合ったりすることに気付く
ような指導の工夫を行い、楽しく無理なく、声を合わ
せて歌う活動ができるように配慮することが望ましい。」
と記されている。＜声を合わせて歌う＞という活動は、
＜心を合わせて歌う＞ということであり、その活動に
より得られる喜びを、子どもたちが体験することには
価値があるとの意図が含まれていることが推察できる。
＜声を合わせて歌う＞ことを教えることは容易だが、
＜心を合わせて歌う＞ことを指導するのは困難だ。指
導者が＜心を合わせて歌う＞こと、そこから得られる
喜びや一体感、連帯感を経験していなければならない。
4. 小学校教員養成における合唱指導能力の育成につ
いて
前章で述べたように、小学校教員養成学部において
展開されている「合唱」の講義は、学生自身が合唱体
験をすることがメインとなっている。もちろん、現場
において合唱を指導する際に、自身があらかじめ体験
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することで得られることは多い。現在、ほとんどの小
学校では学級担任制が取られており、教育現場に出る
と、自身の専門科目が何であれ合唱の「指導」をしな
くてはならない。音楽のように実技を伴う指導におい
て、自身の体験は不可欠である。しかし、体験しただ
けで十分な指導能力が身につくとは言い難い。事実、
既述のように現場の声としても、合唱指導の困難さや、
指導方法がわからないといった声が多数挙がっている。
その原因は小学校教員養成において、音楽関連の講義
（授業）が、きわめて少ないからである。
日本の小学校の教員になるには（特別免許状及び臨
時免許状を除く）教職課程のある大学や短期大学等に
入学し、法令で定められた科目及び単位を修得して卒
業した後、各都道府県教育委員会に教員免許状の授与
申請を行わなくてはならない 32）。教育職員の免許に
関する基準を定めた「教育職員免許法及び教育職員免
許法施行規則」によると、小学校教諭の免許状を取得
するには、各学位を有する他、二種免許状の場合は教
科に関する科目 4 単位、教職に関する科目 31 単位、
教科又は教職に関する科目 2単位を、一種免許状の場
合、教科に関する科目 8 単位、教職に関する科目 41
単位、教科又は教職に関する科目 10単位を、専修免
許状の場合、教科に関する科目 8単位、教職に関する
科目 41単位、教科又は教職に関する科目 34単位取得
することが定められている33）。この内、小学校におけ
る合唱指導を含むと想定される講義は、教科に関する
科目に該当する。教科に関する科目は、国語（書写を
含む）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、
家庭及び体育の各教科ごとに開設されることになって
いるが、二種免許状で最低 4単位、一種及び専修免許
状では最低 6単位取得すれば良いことになっている。
したがって、小学校では全教科を指導することが基本
であるが、養成段階での単位は全教科について取得し
なくても免許を取得することができてしまう。
また、小学校全教科の指導法については、「教育課
程及び指導法に関する科目」において「各教科の指導
法」が開設されることとなっている34）。しかし、教育
職員免許法施行規則第六条の四項を見ると、「各教科
の指導法の単位の修得方法は、小学校教諭の専修免許
状又は一種免許状の授与を受ける場合にあつて（原文
ママ）は、国語（書写を含む。）、社会、算数、理科、
生活、音楽、図画工作、家庭及び体育（以下この号に
おいて「国語等」という。）の教科の指導法について
それぞれ二単位以上を、小学校教諭の二種免許状の授
与を受ける場合にあつて（原文ママ）は、国語等のう
ち六以上の教科の指導法（音楽、図画工作又は体育の
教科の指導法のうち二以上を含む。）についてそれぞ
れ二単位以上を」修得するよう定められている。つま
り、場合によっては、ほとんど音楽科教育について触
れることのないまま教育現場に出ることも少なくない
のである。
文部科学省は教育課程及び指導法に関する科目につ
いて、「各教科等の指導法ならびに教育の方法及び技
術を含むこと」、「指導要領に掲げる事項を即し、包括
的な内容を含むものであること」、等としているが 33）、
とてもこの内容を網羅するための時間が確保できてい
ないのが現状であろう。特に免許法改定の度、おもに
生徒指導の観点から教職科目の充実が叫ばれてきた。
当然のことながら、教科指導がおろそかにならないか
という懸念がある35）。
こうした現状にあって、多くの教員養成系の大学で
「合唱」の授業をカリキュラムに位置づけていること
は評価すべきであろう。しかしながら、国立大学の多
くは音楽教育を専門とする学生を中心に講義が展開さ
れている。さらに、内容が技術的な事項に集中し、カ
リキュラムを見ても、なぜ「合唱」をするのか、その
意義や目的についてはほとんど触れられていない。学
習指導要領から読み取れる、合唱を行う意義や目的、
すなわち、合唱が集団行動や協調・協同－すなわち社
会性を育むという観点がすっぽり抜け落ちている。こ
れでは“仏作って魂入れず”である。音楽科が技術や
知識を偏重し、音楽の重要な存在意味、すなわち集団
性、社会性を無視してきた証左である。
一方で、現場では集団性、社会性に意義を見いだし、
そうした資質・能力を育むために「合唱コンクール」
を実施している。そして、音楽を専門としない学級担
任のための合唱指導のマニュアル本が出版されている
ことは皮肉な現象である（例えば 7, 36））。
教員養成に関わる機関はこの現実を直視し、合唱に
関するカリキュラムや授業内容を見直すべきであろう。
すなわち、学習指導要領、経験論、近年の科学的知見
にもとづいた｢社会性の育成｣を、合唱授業の意義・目
的・目標とすべきであると考える。
5. まとめ
日本や西欧各国は、社会の複雑化が進み、食料（人
口問題）、貧困、テロなど喫緊の課題に直面している。
まさに世界は混沌とした状況にあるといっても過言で
は無い。加えて、グローバル化、少子高齢社会、情報
化にともなう、地方の衰退（消滅）、ストレス、いじ
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め、格差（所得、地域間）などの、我が国、特有の課
題もある。そうした状況に合って、社会性はますます
重要なキーワードとなるだろうし、また、そうした資
質や能力を持った人間を育てることは、教育の喫緊の
課題である。その意味で、合唱を小学校教員養成の音
楽科授業でしっかりと位置づけ、合唱教育を通して、
将来教員となる学生の社会性を育んでいくことは教員
養成に関わる大学として極めて重要であると考える。
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Abstract
In the special activities in school education, singing in a chorus is often taken up. We usually hear the
story that the troubled school has returned to normal by choral activity.
Recent studies revealed that the singing in a chorus promote social skills which is necessary to children
responsible for the society of the next generation.
However, the education of chorus in the elementary school teacher training is not enough. In particular,
the education about the significance and purpose of singing in a chorus in the current situation is not nearly
done.
In this paper, we focus on the choral activity in elementary school special activities, insist the significance
and purpose of singing in a chorus at school education, and discuss the development of choral leadership
ability in teacher training faculties and courses.
Keywords: tokubetsukatsudou, chorus, elementary school, the significance and purpose, teacher training
program
